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現住所

Tel

E-mail （必須）

Fax

審査結果の通知先（現住所と異なる場合）

Tel

希望編成：

受講希望曲：

〒〒

E-mail （必須）

学校名および学年、または出身学校名および職業 宿泊予約

弦楽室内楽ワークショップ参加を希望する場合のみご記入ください

□ 希望する　　　　　　　　　　　□ 希望しない

受講希望科目

第1希望
第2希望
第3希望（ピアノのみ）

パリ・エコール・ノルマル音楽院への留学について
スカラシップ受賞者決定のためのオーディションに　□ 参加する　□ 参加しない

希望教授（ピアノとヴァイオリンの受講を希望する方のみご記入ください）

音楽歴（学歴、演奏活動歴など） 受賞歴（コンクールなど）

これまでの指導者名、および現在の指導者名 京都フランス音楽アカデミー受講を希望する理由

備考

過去にマスタークラスに参加したことのある方は、そのマスタークラス名

※受講申込書でご提供いただいた個人情報は、当アカデミーの事務手続きおよび案内状送付のみに使用します。個人情報は、ご同意なく第三者に開示・提供・預託することはありません。
※音楽歴と受賞歴は、別紙（書式自由、A4サイズ）に記載して添付してもかまいません。
※パリ・エコール・ノルマル音楽院スカラシップ受賞者決定のためのオーディションについては、参加条件をよくお読みください。

受講申込書は、右記アドレスからもダウンロードできます。 academie.institutfrancais.jp

公開レッスン  3月28日（土）、29日（日）
アカデミーの授業は非公開であるため、期間中に各教授１回90分の公開レッスン
を全クラス行います。　
会　場 ： アンスティチュ・フランセ関西 稲畑ホール
聴講料 ： 2,000円（１科目１教授につき）、7,000円（1日通し券）
聴講券 ： 2015年1月下旬発売予定　※受講生は入場無料

受講生コンサート  4月1日（水）
各クラスから選ばれた優秀受講生（１クラス平均2名）のコンサートを開催します。
会　場 ： 京都市立京都堀川音楽高等学校 ホール
入場料 ： 無料

第25回 京都フランス音楽アカデミー 
アンサンブル・スペシャル・コンサート2015  3月27日（金）19時
アカデミーに招聘された教授陣によるコンサート。※受講生は無料でご招待
会　場 ： 京都府立府民ホール“アルティ”
入場料 ： 4,000円（一般）、3,000円（学生）
協　力 ： エラート音楽事務所（Tel. 075-751-0617）
チケット ： 2015年1月上旬発売予定

ご 案 内

京都フランス音楽アカデミー実行委員会事務局
Tel. 075-761-2114  （火～土 10：00～18：00、日・月・祝休）  |   Fax. 075-761-2169   |  Mail. academie@institutfrancais.jp
〒606-8301 京都市左京区吉田泉殿町8 アンスティチュ・フランセ関西
名誉会長：ティエリー・ダナ（駐日フランス大使）　実行委員長：シャルランリ・ブロソー（在京都フランス総領事、アンスティチュ・フランセ関西館長）

第25回

京都フランス
音楽アカデミー
受講生募集

（3月27日（金）は教授陣によるコンサートのため休講）

2015年3月20日（金） - 4月1日（水） 

トップクラスの教授陣による指導で
あなたの音楽技術と感性を高めませんか。

主催：京都フランス音楽アカデミー実行委員会
後援：京都市、在日フランス大使館
助成：公益財団法人 ローム ミュージック ファンデーション
協賛：稲畑産業株式会社、パウエル・フルート・ジャパン、プジョー・シトロエン・ジャポン株式会社、
野中貿易株式会社、Les Harpes Camac、SACEM（フランス著作権協会）
協力：華頂女子高等学校、京都ハープファクトリー、ホテル日航プリンセス京都
教育提携：パリ・エコール・ノルマル音楽院

ACADÉMIE DE MUSIQUE 
FRANÇAISE DE KYOTO

2014年12月16日（火）　※必着応募締切

お問合せ・お申し込み先



京都フランス音楽アカデミーは、フランス政府公式機関であるアンスティチュ・フランセ関西（旧関西日仏学館）が主体となって1990年より運営されてい
る日仏音楽交流事業です。毎春、フランスよりトップクラスの音楽家が来日し、約2週間のマスタークラスを開講。その規模、歴史、水準の高さから、フラ
ンス国外で行われる最も重要なフランス音楽教育の場となっています。

マスタークラス 募集要項募集人数 各クラス12名

パリ国立高等音楽院にて、声楽、ソルフェージュ、オペラ
の1等賞を得て卒業。マリア・カナルス・バルセロナ国際音
楽演奏コンクールで銀メダルを受賞するとともに、ラ・ロ
シェル現代音楽声楽コンクールの本選に出場する。その
後、ライン・ドイツ・オペラのメンバーとして、6年間、ショス
タコーヴィチ「鼻」、オアナ「フェードルのための音節譜」な
どの舞台に出演。また、ナント、ボルドー、トゥールーズ、ア
ヴィニヨンなどフランスの多数の歌劇場にて、モーツァル
ト「フィガロの結婚」、グノー「ファウスト」、ロッシーニ「婚
約手形」、プッチーニ「三面扉絵」、メノッティ「領事」など
に出演した。ジャン＝クロード・カサドシュ、ウイリアム・ク
リスティら指揮者との共演多数。また、ニューヨーク・メト
ロポリタン歌劇場では「ペレアスとメリザンド」メリザンド
役で出演（ジェームズ・レヴァイン指揮）。95年よりパリ国
立高等音楽院教授を務めた後、現在、パリ・エコール・ノ
ルマル音楽院教授。

ミレイユ・アルカンタラ
Mireille Alcantara

パリ・エコール・ノルマル
音楽院教授

声楽

3歳でピアノを始め、11歳で入学したパリ国立高等音楽院
ではリュセット・デカーヴ、ジャック・フェヴリエらに師事。ヴ
ィアンナ・ダ・モッタ国際ピアノコンクールとリーズ国際ピア
ノコンクールで第2位、79年ゲザ・アンダ国際コンクール優
勝。ソリストとしてゲオルク・ショルティはじめ多くの指揮者
と共演する一方、ナタン・ミルシテインらとの共演により室
内楽への愛着も深める。ドビュッシーのエチュードの演奏
でル・モンド・ドゥ・ラ・ミュジーク誌賞、ディアパゾン誌賞、
フランス・ディスク・アカデミー大賞を受賞した他、ベート
ーヴェンの「ディアベリ変奏曲」でシャルル・クロ・アカデミ
ー大賞受賞。98年、4番目のペダル「ハーモニック・ペダル」
を備えたピアノでベートーヴェンのピアノソナタ全曲をライ
ヴ録音。最新録音は、自身の編曲によるピアノ・ソロ版のス
トラヴィンスキー「春の祭典」。13年、東京でベートーヴェ
ンのピアノソナタ全曲演奏会を行う。元パリ国立高等音楽
院教授。

ジョルジュ・プルーデル
マッハー
Georges Pludermacher

ピアニスト

ピアノ

標高2800メートルのピック・デュ・ミディ山頂にヘリコプタ
ーで運搬したピアノを用いた演奏会や、ピレネーピアノフェ
スティバルの設立など、各地で演奏活動や教育活動、様々
な企画の開催に取り組む。オリヴィエ・メシアンコンクール
第１位、自身が師事したルービンシュタインの名を冠した
アルトゥール・ルービンシュタイン国際ピアノコンクール入
賞、エットレ・ポッツォーリ国際ピアノ・コンクール第1位、マ
リア・カナルス国際コンクール第2位。現在、パリ地方音楽
院およびカタルーニャ高等音楽院教授、上海音楽学院名
誉教授。レコーディングでは、バッハ「ゴルトベルク変奏曲」
や、その名がフランスで再発見されるきっかけとなったアル
カン、ベルリオーズ「幻想交響曲」のリスト編曲版などで知
られる。室内楽も好み、ジェラール・プーレ、クリストフ・ヘン
ケルとはピアノ三重奏曲を録音。各国のマスタークラス教
授の他、オリヴィエ・メシアン、モンツァ、ポッツォーリなど国
際コンクールの審査員も務める。

ピエール・レアク
Pierre Réach

パリ地方音楽院教授

ピアノ

ニース地方音楽院で学んだ後、パリ国立高等音楽院で65
年にヴァイオリンで、67年に室内楽でそれぞれ1等賞を受
賞。同年のマリア・カナルス・バルセロナ国際音楽演奏コ
ンクールと翌68年のカール・フレッシュ国際ヴァイオリン・
コンクールで第2位。70年、インディアナ大学でヘンリク・
シェリングとジョーゼフ・ギンゴールドに師事し、ギンゴー
ルドのアシスタントとなる。79年、フランスでエネスコ賞の
「年間優秀ヴァイオリニスト」に選出された。マールボロ音
楽祭を始め各地の音楽祭に出演するほか、ロンドンのメ
ロス・アンサンブルでの第1ヴァイオリンや、ピエール・ブー
レーズのアンサンブル・アルテルコンタンポランではソロ・
ヴァイオリン奏者を務めた。85年、パリ国立高等音楽院ヴ
ァイオリン科教授に就任。98年より、同音楽院教育部門の
ヴァイオリン指導法教授。ヴァトロ・ランパル・ヴァイオリン
コンクールでは芸術監督を務める。

シルヴィー・ガゾー
Sylvie Gazeau

パリ国立高等音楽院教授

ヴァイオリン

85年のショパン国際ピアノコンクール入賞以来、国際的
に活躍するピアニスト。シャルル・デュトワ、マレク・ヤノフ
スキ、佐渡裕、ユーディ・メニューイン、ミシェル・プラッソ
ンら著名な指揮者や、ロンドン交響楽団、フランス国立管
弦楽団、NHK交響楽団などのオーケストラと共演。ヨーロ
ッパの多数の音楽祭に定期的に招かれるほか、各地の主
要ホールで演奏活動を行う。ピアノを学び始めたのはドゥ
ニーズ・リヴィエールの下であり、続いてパリ国立高等音
楽院でピアノをドミニク・メルレに、室内楽をジュヌヴィエ
ーヴ・ジョワ＝デュティユーに師事した。また、パウル・バド
ゥラ＝スコダやニキタ・マガロフ、ミロシュ・マギンらの指
導も受けた。こうした巨匠達から得た教えを、現在はパリ
・エコール・ノルマル音楽院や多数のマスタークラスで、自
身の弟子たちに伝えている。ディスコグラフィは多彩であ
るが、作曲家ではショパンを特に好んでおり、その録音は
常に確固たる評価を得ている。

ジャン=マルク・ルイサダ
Jean-Marc Luisada 

パリ・エコール・ノルマル
音楽院教授

ピアノ

43年生まれ。61年にパリ国立高等音楽院で1等賞を獲得。
65年ミュンヘンの弦楽四重奏国際コンクールで優勝。65
年～85年、パリ・オペラ座管弦楽団の首席ヴィオラ奏者、
85年～90年、フランス国立管弦楽団の首席ヴィオラ奏者。
豊かで美しく力強い音色によって、世界で最も才能ある
ヴィオラ奏者のひとりと評せられている。ヴァイオリンのレ
ジス・パスキエ（弟）とチェロのロラン・ピドゥーとともに弦
楽三重奏団を結成。レコード録音では、76年にディスク
大賞、77年にフランス・ディスク・アカデミー大賞など多数
の賞を受賞。様々な制作にも携わり、08年、ラジオ・フラン
スにて映画「青いパパイヤの香り」や「夏至」の音楽を担
当したトン=ツァ・ティエのヴィオラ・コンチェルトを演奏。
数々の国際アカデミーでも教えており、72年よりパリ国立
高等音楽院にて教鞭をとる。レジオン・ドヌール勲章シュ
ヴァリエ章、芸術文化勲章オフィシエ章受章。

ブルーノ・パスキエ
Bruno Pasquier

ヴィオリスト

ジノ・フランチェスカッティに助言を受けた後、アンドレ・ナ
ヴァラ、フィリップ・ミュレール、マルセル・バルドン、ジャン・
ユボー、ムスティスラフ・ロストロポーヴィチに師事。これま
で50ヶ国以上で演奏しており、ショスタコーヴィチ弦楽四
重奏コンクールやアンドレ・ナヴァラ国際コンクールでは
審査員を務めた。バクリ、ショヴォーなどの作曲家から作
品を献呈されており、積極的に初演にも参加。バッハ、ハ
イドン、ベートーヴェン、ブラームス、サン=サーンス、ドヴォ
ルザークらの作品のほか、多くの旅行から着想を得て自
ら作曲した作品を多数録音。フランス・ディスク・アカデ
ミー大賞受賞。14年、自身の作品の2枚目のアルバム
「L’influence russe」を発表。現在パリ地方音楽院で教鞭
を取るほか、各国の講習会で定期的に指導している。フラ
ンス国家功労勲章シュヴァリエ受章。使用楽器は1754年
製J.Gagliano。弓は1825年製F.X. Tourte。

ドミニク・
ド・ヴィリアンクール
Dominique de Williencourt

パリ地方音楽院教授

モーツァルトのフルート協奏曲K314を演奏した際、アダ
ージョを聞いたバーンスタインに「彼はまさにパン（牧神）
である！」と言わしめるほど称賛を得たフルーティスト。リ
ヨン国立音楽院のマクサンス・ラリユーのクラスで満場
一致の１等賞を得て卒業後、プラハの春国際音楽コンク
ールでのグランプリなど、国際コンクールでの入賞多数。
その後、シャンゼリゼ劇場（パリ）、アリス・タリー・ホール（
ニューヨーク）、浜離宮朝日ホール（東京）、ウィグモア・ホ
ール（ロンドン）、モスクワ音楽院、フェニーチェ劇場（ウイ
ーン）など、各国のホールでリサイタルを行う。オネゲル、
モーツァルト、シューベルト、C.P.E.バッハや上林裕子の作
品をこれまでに録音している。コンサート活動と同時に指
揮者としての活動や教育活動にも熱心で、現在、パリ・エ
コール・ノルマル音楽院とカリフォルニア州立大学フラト
ン校にて教鞭を取る。アジア、ヨーロッパ、オーストラリア、
アメリカでは定期的にマスタークラスでの指導も行う。

ジャン・フェランディス
Jean Ferrandis

パリ･エコール･ノルマル
音楽院教授

パリ国立高等音楽院でオーボエ科と室内楽科の１等賞
を得て卒業後、5つの国際コンクール（アンコーナ、プラ
ハ、ミュンヘン、ベオグラード、ジュネーヴ）で入賞を果た
す。80年以来、モラゲス木管五重奏団のメンバー。87年、
パリ国立高等音楽院オーボエ科教授に就任。97年～09
年、ロンドンのギルドホール音楽院オーボエ科教授。ソリ
ストおよび指導者として世界各国に招聘されているほ
か、指揮者としてもマリインスキー歌劇場管弦楽団、シモ
ン・ボリバル交響楽団、イル・ド・フランス国立管弦楽団な
どと共演。パスティッチョ・バロッコ アンサンブルの創設
者かつメンバーでもあり、室内楽奏者としても多数の演
奏団体との共演を果たすなど、充実した活動を行ってい
る。さらに、これまでソナタからオペラまで650曲以上の編
曲を手がけており、自ら作曲した作品も30曲を超える。15
年にはグリム童話を翻案した新作オペラを発表予定。

ダヴィッド・ワルター
David Walter

パリ国立高等音楽院教授

ブリジット・シルヴェストルとピエール・ジャメの下で学んだ
後、パリ国立高等音楽院でジェラール・ドゥヴォスとクリス
チャン・ラルデに師事し、81年にハープ科で、82年に室内楽
科でそれぞれ1等賞を受賞。定期的に有名オーケストラに
招かれ、これまでロリン・マゼール、ゲオルク・ショルティ、小
澤征爾、リッカルド・ムーティ、ピエール・ブーレーズ、サイモ
ン・ラトルなどの指揮の下で演奏した。現在は、自身が設立
したトリオ・アンタラでの室内楽の演奏活動のほか、各国
でソリストとして活躍。あらゆる表現形態を柔軟に受け入
れ、ジョン・ケージ、クロード・プレー、フェリックス・イバロン
ド、トン＝ツァ・ティエら現代音楽の作曲家たちともコラボ
レーションしてきた。レコーディングでは、ハルモニア・ムン
ディでの中世音楽から、ドイツ・グラモフォンでのピエール・
ブーレーズ指揮による現代音楽のレパートリーまで、多様
な分野に取り組んでいる。現在、パリ地方音楽院教授。

ギレーヌ・プティ＝
ヴォルタ
Ghislaine Petit-Volta

パリ地方音楽院教授

52年生まれ。パリ・エコール・ノルマル音楽院とパリ国立
高等音楽院で、マックス・ドイッチュ、ジェラール・コンデ、
ミシェル・フィリッポ、イヴォ・マレクに師事。74年、クロー
ド・エルフェによる「Cryptophonos」初演により、一躍その
名を世に知らしめる。81年、IRCAM（フランス国立音響音
楽研究所）に招聘され、数学者ミラー・パケットと共に、リ
アルタイムでのインタラクティブな音響処理のためのコン
ピュータ言語の研究に携わる。その研究から生み出され
たのが、「Jupiter」「Pluton」など一連のライブ・エレクトロ
ニクス作品である。教育の分野では、リヨン国立高等音
楽院教授などを務めた後、カリフォルニア大学サンディエ
ゴ校で教鞭を取った。パリ市賞をはじめ多数の賞を受賞
しており、01年初演のオペラ「K...」は、フランス劇作家・作
曲家協会大賞受賞。近年も、ピアノ、オーケストラ、エレク
トロニクスのための「Echo-Daimónon」など、新作を発表
し続けている。

フィリップ・マヌリ
Philippe Manoury

作曲家

ヴィオラ

チェロ

フルート

オーボエ

ハープ

現代音楽特別公開講座

希望者には合格後、予約申し込み書をお送りします。
宿泊施設

下記の資料を当事務局までご送付ください。
①受講申込書：音楽歴と受賞歴は、別紙（書式自由、A4サイズ以内）に記載して提
出してもかまいません。
②音楽歴を補完する下記の資料
●音源：15分以内の演奏を録音した音楽用CD。曲目自由（ただし声楽クラス希望の
場合、モーツァルトのオペラのアリアから１曲と、自由曲１曲）。氏名・曲名を記入す
ること。再生が可能かどうか必ず確認してからお送りください。CD以外の音源は受
け付けられません。
●その他の資料（任意）：推薦状やプレス記事、コンサートちらしなど（A4サイズに収
めること）。
③未成年者の場合は、保護者の氏名、住所、捺印、同行の有無を明記した書面を
添付のこと。
※音源、添付資料はお返ししません。

受講申込み

13歳以上の音楽学生、演奏家。国籍不問。応募資格

アンスティチュ・フランセ関西、ヴィラ九条山 他会 場

期間中、希望者に斡旋（要予約）練習場所

原則として12日間。各受講生は期間中5回の個人レッスン（1回約
1時間）を受講。伴奏、通訳付き。受講生はどのクラスも聴講自由。

指導内容

2015年1月中旬頃に郵送にて本人に通知合格発表

2014年12月16日（火）（必着）応募締切

入学金： 10,300円
授業料： 140,000円　
弦楽室内楽ワークショップ登録料： 1,000円

費 用

教授紹介 PROFESSEURS

フランス音楽留学　スカラシップ（奨学制度）

レッスンはすべてマンツーマンで行われます。課題曲は設けず、各受講生の希望す
る曲を指導。各受講生は、期間中5回の個人レッスン（1回約1時間）を受講します。

声楽・ピアノ・弦楽器・管楽器クラス

パリ・エコール・ノルマル音楽院　スカラシップ　
優秀受講生より最大3名

̶ 著名な音楽家が名をつらねる、伝統校への留学 ̶

2004年より、京都フランス音楽アカデミーはパリ・エコール・ノルマル音楽院と教育提携し
ています。アカデミーの優秀生にはパリ・エコール・ノルマル音楽院への留学の道が開か
れています。スカラシップ対象者は、秋より1年間の授業に参加するための入学金と授業
料が免除されます。
※入学手続きは同音楽院の規定に従って行っていただきます。別途諸費用はご自身での負担となります。

送付先　 京都フランス音楽アカデミー実行委員会事務局
〒606-8301　京都市左京区吉田泉殿町8　アンスティチュ・フランセ関西

弦楽室内楽ワークショップ

現代音楽特別公開講座　3月24日（火）～26日（木）

ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロの各クラスの受講生を対象に、弦楽室内楽ワークシ
ョップを開催します。１回2時間のワークショップをアカデミー期間中に3回行いま
す。参加希望者は、受講申込書に希望する編成（トリオまたはカルテット）と受講
希望曲を記入してください。
指導教授： シルヴィー・ガゾー教授
受講登録料： 1,000円
※ワークショップのみの応募はできません。
※ワークショップの時間、回数は変更される場合があります。
※受講希望曲が必ずしも演奏曲として決定するわけではありません。

フランス現代音楽の作曲家として確固たる知名度を誇るとともに、ライブ・エレクト
ロニクス音楽の研究における先駆者の一人としても知られるフィリップ・マヌリ氏を
招き、特別公開講座を開催します（全3回、1回2時間）。アカデミー受講生は無料で
聴講できます。事前申し込み不要。
聴講料： 2,000円（1回につき）、5,000円（全3回）
会　場： アンスティチュ・フランセ関西　稲畑ホール

長期フランス音楽留学のチャンスに挑戦してみませんか。

スカラシップ受賞者決定のためのオーディション　3月30日（月）（予定）
下記の条件を満たす受講生のみ参加可能です。
□ 2015年3月末日時点で年齢が26歳以下であること □ パリ・エコール・ノルマル音楽院への留学
経験がないこと □ スカラシップを受賞した場合、2015年秋から1年間の留学が可能であること

10歳でパリ国立高等音楽院に入学し、ナディア・ブーラン
ジェ、ユーディ・メニューイン、ヘンリク・シェリングに師事。
ミュンヘン国際音楽コンクール、モントリオール国際コン
クール、シベリウス国際ヴァイオリン・コンクール、ロン＝
ティボー国際コンクールなどで次 と々受賞を重ねる。フラ
ンス国立管弦楽団、ロンドン・フィルハーモニー管弦楽団
をはじめ、世界各国のオーケストラとの共演で国際的な
キャリアを築く。幅広いレパートリーを誇り、ベートーヴェ
ン、シューマン、メンデルスゾーン、モーツァルト、ヴィヴァル
ディ、グリーグ、サン＝サーンス、ラロからデュティユーの
「夢の木」、グレグソン、ジェラール、スコットの協奏曲まで、
積極的にレコーディング活動を行う。若き日に参加した
マールボロ音楽祭以来、室内楽にも熱心で、プラード・カ
ザルス音楽祭、ラ・フォル・ジュルネなど各地の音楽祭に
定期的に参加。現在、パリ国立高等音楽院教授。

オリヴィエ・シャルリエ
Olivier Charlier

パリ国立高等音楽院教授

ヴァイオリン
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